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建設産業情報（最近の動向） 
 

在外公館名 在ニューヨーク総領事館           
 
記入日   ２０１５年１０月      
 
１．現地の建設・不動産市場に係る経済情報 
   
  資料名：新築住宅着工許可件数（連邦統計局）（ニューヨーク都市圏を選択可能。また、

金額ベースも選択可能。）（２０１５年９月） 
URL：http://www.census.gov/construction/bps/msamonthly.html 
 

  資料名：ニューヨーク住宅価格指数（S&P Dow Jones Indices LLC）（２０１５年８

月）（以下のリンクからニューヨーク都市圏を選択可能。） 
URL： 

http://us.spindices.com/index-family/real-estate/sp-case-shiller 
 
２．建設業制度、入札契約制度、不動産業制度の改正動向  
該当なし 

 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
１ 「連邦運輸長官，ハドソン川横断トンネルプロジェクトの

初期段階にコメント」：１０月１日，フォックス連邦運輸長

官は，長い間止まっていた新ハドソン川横断トンネル（注：

ＮＹ市マンハッタンとニュージャージー州を結び，ニュー

ジャージーからマンハッタンへ通勤する人々にとっての重

要な日常の足となる。）建設プロジェクトの最初のステップ

である環境調査をニュージャージー・トランジット（注：

ニュージャージー州からマンハッタンへ結ぶ鉄道等を運営

する公営企業体）が実施し，アムトラックが技術的な部分

を監督する方向であると述べた。今後の調整で決定される。

また，同長官によると，許可に係る期間を短縮することや，

プロジェクト全体を監督する可能性があるニューヨーク・

ニュージャージー港湾公社と連邦補助金や他の財政措置に

10/2/2015 
New York Times 
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ついて議論する方針。環境調査はパブリックヒアリング，

大気への影響その他の環境への影響を調査するため，２，

３年かかる見通し。ゲートウェイ・プロジェクトの全容は，

２本の新ハドソン川横断トンネルの建設，マンハッタン内

のペン・ステーションの拡張，ニュージャージー州にある

橋の更新・改良等が含まれ，事業費全体では２００億ドル

が見込まれているが，フォックス連邦運輸長官は，トンネ

ルの建設が最優先プロジェクトであるとの考え。 

２ 「新ハドソン川横断トンネル計画が前進」：１０月１４日，

ＮＪトランジットが新たに２本のハドソン川横断トンネル

を建設するための環境調査を実施する方向を決定。ＮＪト

ランジットは右調査を受託するコンサルティング会社を募

り，調査は全体で約３年間かかる見通し。アムトラックは

調査に必要な費用を負担する方針。 

10/15/2015 
Wall Street Journal 

３ 「ＳＪＰプロパティーズと三井不動産アメリカがアッパー

ウェストサイドで大規模投資」：ＳＪＰプロパティーズと三

井不動産アメリカは，アッパーウェストサイドで３億ドル

規模で物件買収。都市計画上，高さ６００フィート，床面

積４０万スクエアフィートの高級コンドミニアムの開発が

可能。５５階建て規模のプロジェクトが可能となり，実現

すれば，アッパーウェストサイドで最高層の建物となる。 

10/16/2015 
The Real Deal 

４ 「港湾公社，新バスターミナルプランを承認」：１０月２２

日，ＮＹ市マンハッタン区で全米で最も混みあっているバ

スターミナルである「ポート・オーソリティ・バスターミ

ナル」を運営する港湾公社（Port Authority of New York 
and New Jersey）の役員会が，今の築６５年となるバスタ

ーミナルを刷新することを決定。国際的なデザインコンペ

により，２０１６年９月までに設計者を決める予定。当該

プロジェクトは，７０億ドルから１００億ドル規模となる

見込み。バスターミナルの拡張も織り込んでいるが，それ

によって，ニュージャージー側からマンハッタンへの更な

る混雑を懸念する声も。 

10/23/2015 
Crain’s New York 
Business 

 
４．その他我が国の建設産業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
該当なし 
 








